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(54)【発明の名称】 超音波トランスデューサ付き光学式内視鏡

(57)【要約】
【課題】  光学カメラで写し出された患部や異物につい
て、容易に超音波断層像を得ることができる超音波トラ
ンスデューサ付き光学式内視鏡を提供すること。
【解決手段】  挿入部先端の超音波トランスデューサ１
０、該超音波トランスデューサに続く対物光学系（固体
撮像素子）９を備えた棒状挿入部本体、そして該挿入部
本体に続く操作部とからなる超音波トランスデューサ付
き光学式内視鏡であって、該超音波トランスデューサが
挿入部本体の長軸を中心とする、該挿入部本体と独立し
た回転が可能なように形成されていることを特徴とする
超音波トランスデューサ付き光学式内視鏡。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  挿入部先端の超音波トランスデューサ、
該超音波トランスデューサに続く対物光学系を備えた棒
状挿入部本体、そして該挿入部本体に続く操作部とから
なる超音波トランスデューサ付き光学式内視鏡であっ
て、該超音波トランスデューサが挿入部本体の長軸を中
心とする、該挿入部本体と独立した回転が可能なように
形成されていることを特徴とする超音波トランスデュー
サ付き光学式内視鏡。
【請求項２】  前記超音波トランスデューサが、左右に
１０度以上の回転が可能に形成されていることを特徴と
する請求項１に記載の超音波トランスデューサ付き光学
式内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、挿入部に、対物光
学系と超音波トランスデューサとを備えた超音波トラン
スデューサ付き光学式内視鏡に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡には、対物光学系が挿入部先端に
固定されている光学式内視鏡、超音波トランスデューサ
が挿入部先端に回転可能に支持されている超音波内視
鏡、及び対物光学系と超音波トランスデューサとが挿入
部先端に固定されている超音波トランスデューサ付き光
学式内視鏡が知られている。
【０００３】これらの内視鏡の中でも超音波トランスデ
ューサ付き光学式内視鏡は、体腔内の表面状態を観察・
診断しながらその断層像を得ることができ、体腔内部の
観察・診断の他、胃や腸に発生したポリープの切除など
の外科的な治療にも使用されている。
【０００４】超音波トランスデューサ付き光学式内視鏡
の構成は、例えば、特開平８－１２６６４３号公報に記
載されている。本明細書の添付図面の図５は、従来の一
般的な超音波トランスデューサ付き光学式内視鏡を用い
て体腔内を観察・診断している状態を概念的に示した図
である。従来の一般的な超音波トランスデューサ付き光
学式内視鏡３１では、超音波トランスデューサ１０が超
音波を送受信できる領域（超音波診断領域）３４は、対
物光学系（例：固体撮像素子）９の撮影可能な領域（撮
影可能領域）３３と比較すると著しく狭い。例えば、図
５に示すように、体腔３０内に二個の異物３２ａ、３２
ｂがあるような場合には、異物３２ａ、３２ｂの表面状
態は観察・診断できるのに対し、断層像は異物３２ａし
か得ることはできない。
【０００５】このような理由から、従来の一般的な超音
波トランスデューサ付き光学式内視鏡では、対物光学系
と超音波トランスデューサとが固定されている挿入部先
端の位置を体腔内で移動できるように、挿入部胴体を上
下左右に屈曲可能な屈曲部が設けられている。そして、
この屈曲部を操作する（この操作を湾曲操作という）こ
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とにより挿入部先端を移動させて、体腔内の患部や異物
の断面像を得るようにしている。
【０００６】しかしながら、湾曲操作により、挿入部先
端を移動させる場合でも超音波診断領域を軸に対して傾
けるようなことは容易には行うことができない。このた
め、患部や異物周辺の断層像を得るために診察時間が長
くなって患者に負担がかかり、また病巣部分の見落とし
の要因となることもある。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は、対物
光学系により映し出された患部や異物について、容易な
操作で超音波断層像を得ることができる超音波トランス
デューサ付き光学式内視鏡を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明は、挿入部先端の
超音波トランスデューサ、該超音波トランスデューサに
続く対物光学系を備えた棒状挿入部本体、そして該挿入
部本体に続く操作部とからなる超音波トランスデューサ
付き光学式内視鏡であって、該超音波トランスデューサ
が挿入部本体の長軸を中心とする、該挿入部本体と独立
した回転が可能なように形成されていることを特徴とす
る超音波トランスデューサ付き光学式内視鏡にある。
【０００９】本発明の超音波トランスデューサ付き光学
式内視鏡においては、超音波トランスデューサは挿入部
本体を中心として３６０度回転可能とする必要はない
が、少なくとも対物光学系の撮影可能領域内で回転可能
であることが必要となる。具体的には、超音波トランス
デューサは左右に１０度以上（好ましくは２０度以上）
の回転が可能に形成されていることが望ましい。なお、
実際の使用を考えれば、超音波トランスデューサを左右
に９０度以上回転可能とする利点は少ない。
【００１０】
【発明の実施の形態】本発明の内視鏡の一実施例を添付
図面の図１～図３を参照しながら説明する。
【００１１】添付図面の図１は、本発明に従う超音波ト
ランスデューサ付き光学式内視鏡の全体構成の一例を示
すものである。内視鏡の挿入部は、挿入部先端の超音波
トランスデューサ１０、体腔内を照らし出すライト８と
対物光学系［固体撮像素子（ＣＣＤ）］９とが固定され
ている挿入部本体１、及び超音波トランスデューサを回
転可能に挿入部本体に接続している回転軸１１からな
る。操作部４には、超音波トランスデューサを回転させ
るための回転装置が内蔵されており、回転操作ダイヤル
５により超音波トランスデューサの回転位置（傾き）が
調節可能となっている。ライト８は光学的に光源装置
（図示せず）に接続され、対物光学系９及び超音波トラ
ンスデューサ１０は電気的に診断装置（図示せず）に、
それぞれケーブル６により接続される。
【００１２】図１では、対物光学系として、固体撮像素
子を使用しているが、固体撮像素子の代わりにイメージ
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ガイドファイバ（光ファイバ）を用いてもよい。
【００１３】図１に示されている内視鏡の挿入部本体１
においては、本体先端部２と本体胴体部３とが一体的に
接続しているが、本体先端部を上下左右に動かせるよう
に本体先端部と本体胴体部との間に屈曲部を設けてもよ
いし、あるいは本体先端部が本体胴体部の長軸を中心と
する回転が可能なように、本体先端部と本体胴体部とを
接続してもよい。なお、本体先端部２と本体胴体部３と
もに可撓性であってもよい。
【００１４】また、図１では、本体先端部２の角を軸方
向に対し斜めに削り落とした形で形成された斜角部７に
ライト８と対物光学系９とが固定されている。ここでラ
イト８と対物光学系９の固定位置は一例を示したに過ぎ
ず、必ずしも本体先端部２に斜角部７を形成する必要は
ない。例えば、ライト８と対物光学系９とを本体先端部
２の側面に配置することも可能である。
【００１５】添付図面の図２は、図１に示されている内
視鏡の挿入部先端の斜視図である。超音波トランスデュ
ーサ１０は、超音波トランスデューサに固定されている
回転軸１１が回転することにより回転する。超音波トラ
ンスデューサ１０には電子走査型のアレイ振動子１２が
備えられている。ここでは、コンベックス型のアレイ振
動子が備えられた超音波トランスデューサが例示されて
いるが、アレイ振動子の構造に特には制限はなく、リニ
ア型あるいはセクタ型のアレイ振動子を用いることもで
きる。
【００１６】図２に示した例では、本体先端部の斜角部
７には、ライト８と対物光学系９とが固定されている
が、さらに、外科的な治療にも使用する場合には鉗子を
固定するための鉗子口を設けてもよい。
【００１７】添付図面の図３は、本発明の内視鏡の切り
欠き図である。ここには超音波トランスデューサを回転
させるための回転装置が示されている。図３に示した例
では、回転装置は、操作部外側に設けられている回転操
作ダイヤル５に連結しているプーリ１３、プーリと回転
軸１１とに巻き付けられて、ループを形成しているワイ
ヤ１５、ワイヤを導くガイド１６、そして、プーリと機
械的に接続している回転角検出センサ（例：エンコー
ダ）１４から構成されている。ワイヤ１５のスリップ
（空回り）を防止するために、ワイヤをプーリ１３及び
回転軸１１の少なくとも一カ所で固定しておくことが好
ましい。
【００１８】回転軸１１は挿入部先端に設けられている
軸受け１７に支持されていて、回転軸と軸受けとの隙間
はメカニカルシール１８によりシールされている。ま
た、回転軸１１は、中空の筒体であって、その内部に
は、超音波トランスデューサに内蔵されているアレイ振
動子と、ケーブル線６とを電気的に接続するリード線１
９が通っている。
【００１９】このような構成の回転装置が組み込まれて
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いる内視鏡では、回転ダイヤル５を矢印ａ方向に回転さ
せれば、プーリの回転がワイヤを経由して回転軸１１に
伝達されて、超音波トランスデューサ１０が矢印ａ’方
向に回転し、回転ダイヤル５を矢印ｂ方向に回転させれ
ば、超音波トランスデューサは矢印ｂ’方向に回転す
る。従って、任意の速度で超音波トランスデューサを左
右に回転させることができる。
【００２０】回転角検出センサ１４はプーリ１３の回転
数に関する情報を診断装置に連絡する。そして、診断装
置ではその情報に基づいて超音波トランスデューサの回
転位置（傾き）を算出し表示する。また、超音波トラン
スデューサの回転位置に関する情報と、その回転位置で
の超音波断層像とを診断装置の記憶装置に記録させるこ
とにより三次元的な超音波断層像を得ることができる。
【００２１】図１～図３に示した本発明の内視鏡におい
ては、ワイヤを用いて超音波トランスデューサを回転さ
せる例を示したが、超音波トランスデューサを電動モー
タを用いて回転させることも可能である。電動モータを
用いた場合、それらの装置の好ましい配置の例を、添付
図面の図４に示す。
【００２２】図４には、電動モータを用いて超音波トラ
ンスデューサを回転させる超音波トランスデューサ付き
光学式内視鏡の切り欠き図が示されている。ここに示し
た例では、回転装置は、左右に回転可能な電動モータ２
０、電動モータに接続されているフレキシブルシャフト
２１、回転軸１１にフレキシブルシャフトの回転を伝達
する歯車２２、そして、回転角検出センサ１４から構成
されている。切替スィッチ２３は、電動モータ２０のオ
ン／オフと、電動モータの回転方向の切替を制御する。
このような構成の回転装置が組み込まれている内視鏡で
は、切替スィッチ２３により、超音波トランスデューサ
の回転方向を容易に切り替えることができるので、観察
・診断をより迅速に行うことができる。
【００２３】対物光学系に対して独立して超音波トラン
スデューサが回転する本発明の内視鏡においては、診断
中に、対物光学系により得られる体腔内の表面画像と超
音波トランスデューサにより得られる断層画像との位置
関係が分かりにくくなることも考えられる。
【００２４】このため、前記のように回転角検出センサ
の情報により、超音波トランスデューサの回転角を表示
することが好ましい。さらに、診断装置がモニタ上に体
膣内の表面画像を表示するように構成されている場合に
は、超音波トランスデューサの回転角を表示するだけで
なく、超音波トランスデューサが断層画像を捉えている
位置を表面画像上に表示させることが好ましい。表面画
像上に断層像を捉えている位置を表示することにより、
表面画像と断層画像との位置関係を分かり易いものとす
ることができる。
【００２５】また、超音波トランスデューサを電動モー
タを用いて回転させる本発明の内視鏡において、診断装
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置がモニタ上に体膣内の表面画像を表示するように構成
されている場合には、断層画像を得たいと思う位置を操
作者が表面画像上で指定すれば、診断装置が電動モータ
の回転を制御して、その指定した位置の断面画像が得ら
れるように超音波トランスデューサを回転させるように
してあることが好ましい。表面画像上で断層画像を得た
いと思う位置を指定できることにより、操作性が向上
し、観察・診断をより迅速に行うことができる。
【００２６】
【発明の効果】本発明の超音波トランスデューサ付き光
学式内視鏡では、対物光学系で撮影した範囲内にある患
部や異物の断面像を、内視鏡の挿入部を動かすことな
く、超音波トランスデューサを回転させるだけの容易な
操作で得ることができる。従って、本発明の超音波トラ
ンスデューサ付き光学式内視鏡を用いて診断することに
より、診察時間が短縮され患者の負担を軽減できると共
に、病巣部分の見落としなどを未然に防ぐこともでき
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に従う超音波トランスデューサ付き光学
式内視鏡の全体構成の一例を示すものである。
【図２】図１に示されている内視鏡の挿入部先端の斜視
図である。
【図３】図１に示されている内視鏡の切り欠き図であ
る。
【図４】本発明の超音波トランスデューサ付き光学式内
視鏡の別の構成の一例を示す切り欠き図である。
【図５】従来の一般的な超音波トランスデューサ付き光
学式内視鏡を用いて体腔内を観察・診断している状態を
概念的に示した図である。
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【符号の説明】
１  挿入部本体
２  本体先端部
３  本体胴体部
４  操作部
５  回転操作ダイヤル
６  ケーブル線
７  斜角部
８  ライト
９  対物光学系
１０  超音波トランスデューサ
１１  回転軸
１２  圧電振動子
１３  プーリ
１４  回転角検出センサ
１５  ワイヤ
１６  ガイド
１７  軸受け
１８  メカニカルシール
１９  リード線
２０  モータ
２１  フレキシブルシャフト
２２  歯車
２３  切替スイッチ
３０  体腔
３１  内視鏡
３２ａ、３２ｂ  異物
３３  撮影可能領域
３４  超音波診断領域

【図２】 【図３】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种具有超声波换能器的光学内窥镜，其能够容易地
获得患部的超声波断层图像或由光学相机成像的异物。 解决方案：超声
波由插入部分末端的超声换能器10，在超声换能器之后设置有物镜光学
系统（固态成像装置）9的杆状插入部分主体，以及在插入部分主体之后
的操作部分组成。 带有换能器的光学内窥镜，其中，所述超声波换能器
被形成为能够绕所述插入部主体的长轴旋转并且独立于所述插入部主
体。 带声波换能器的光学内窥镜。
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